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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無機フィラー又は顔料を含む水中油型エマルジョンの調製のための乳化剤として
特定のアルキルポリグリコシドの提供及び使用。
【解決手段】式Ｒ1－Ｏ（Ｘ1）p1（式中、Ｒ1は、６個から１２個の炭素原子を含む直鎖
又は分枝鎖アルキル基を表し、Ｘ1は、キシロース残基を表し、平均重合度を表すｐ1は、
１を超え、２．５以下の十進数である）の少なくとも１つの化合物、及び式Ｒ2－Ｏ（Ｇ
）n（式中、Ｒ2は、６個から１２個の炭素原子を含む直鎖または分枝鎖アルキル基を表し
、Ｇは、グルコース残基を表し、平均重合度を表すｎは、１を超え、２．５以下の十進数
である）の少なくとも１つの化合物の混合物（Ｍ）３０重量％から１００重量％と、局所
的に許容可能な溶剤０％から７０重量％からなることを特徴とする濃縮物（Ｃ）の、無機
フィラー及び／又は顔料を含む水中油型エマルジョンの調製のための乳化剤及びその使用
。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉａ）または（Ｉｂ）：
　　ＨＯ－Ｒ－Ｏ（Ｘ）r　　　　　（Ｉａ）
　　（Ｘ）s－ＯＲ－Ｏ－（Ｘ）t　　　　　（Ｉｂ）
（式中、
　Ｘは、Ｃ5またはＣ6糖の残基、好ましくはグルコースまたはキシロース残基を表し、
　Ｒは、６個から１２個の炭素原子を有するアルキレンまたはアルキリデン基を表し、
　ｒ、ｓおよびｔは、それぞれの糖残基の平均重合度を表し、１を超え、５以下である。
）のアルキルポリグリコシド。
【請求項２】
　本質的に、
　式（ＩＩＩａ）
　　Ｒ1－Ｏ（Ｘ1）p1　　　（ＩＩＩａ）
（式中、
　Ｒ1は、６個から１２個の炭素原子を含む直鎖または分枝鎖アルキル基を表し、
　Ｘ1は、キシロース残基を表し、
　キシロース残基の平均重合度を表すｐ1は、１を超え、２．５以下の十進数である）の
少なくとも１つの化合物、および
式（ＩＩＩｂ）
　　Ｒ2－Ｏ（Ｇ）n　　　（ＩＩＩｂ）
（式中、
　Ｒ2は、６個から１２個の炭素原子を含む直鎖または分枝鎖アルキル基を表し、
　Ｇは、グルコース残基を表し、
　キシロース残基の平均重合度を表すｎは、１を超え、２．５以下の十進数である）の少
なくとも１つの化合物
の混合物（Ｍ）３０重量％から１００重量％と、
　局所的に許容可能な溶剤０％から７０重量％
からなることを特徴とする濃縮物（Ｃ）。
【請求項３】
　式（ＩＩＩａ）と式（ＩＩＩｂ）の化合物の混合物（Ｍ）は、本質的に、
　２０重量％から９９重量％の式（ＩＩＩａ）の少なくとも１種の化合物、および
　１重量％から８０重量％の式（ＩＩＩｂ）の少なくとも１種の化合物
から構成されている請求項２記載の濃縮物。
【請求項４】
　混合物（Ｍ）が、本質的に、
　２０重量％から３０重量％の少なくとも１種の式（ＩＩＩａ）の化合物、
　７０重量％から８０重量％の少なくとも１種の式（ＩＩＩｂ）の化合物
からなる請求項３記載の濃縮物。
【請求項５】
　無機フィラーおよび／または顔料を含む水中油型エマルジョンの調製のための乳化剤と
しての請求項１ないし４のいずれか１項記載の式（Ｉａ）または（Ｉｂ）の少なくとも１
種のアルキルポリグリコシドまたは濃縮物（Ｃ）の使用。
【請求項６】
　無機フィラーおよび／または顔料を含む水中油型エマルジョンの調製のための乳化剤と
しての一般式（ＩＩ）：
　Ｒ－Ｏ（Ｘ）p　　　（ＩＩ）
（式中、
　Ｒは、６個から１１個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基を表し、
　Ｘは、Ｃ5またはＣ6糖の残基、好ましくはグルコースまたはキシロース残基を表し、
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　糖残基の平均重合度を表すｐは、１を超え、５以下、特に２．５以下の十進数である）
の少なくとも１種のアルキルポリグリコシドの使用。
【請求項７】
　前記水中油型エマルジョンが０．２から１０重量％、好ましくは０．５から５重量％の
式（Ｉａ）、（Ｉｂ）または（ＩＩ）の１以上の化合物、または濃縮物（Ｃ）を含むこと
を特徴とする請求項５または６記載の使用。
【請求項８】
　前記水中油型エマルジョンが０．５から４０重量％、好ましくは２から２５重量％の無
機フィラーおよび／または顔料を含むことを特徴とする請求項５ないし７のいずれか１項
記載の使用。
【請求項９】
　前記水中油型エマルジョンが１から５０重量％、好ましくは５から３５重量％、より好
ましくは５から２５重量％の１以上の油分および／または１以上のワックスで構成される
脂肪相を含むことを特徴とする請求項５ないし８のいずれか１項記載の使用。
【請求項１０】
　前記水中油型エマルジョンが０．１から１０重量％の安定剤を含むことを特徴とする請
求項５ないし９のいずれか１項記載の使用。
【請求項１１】
　前記水中油型エマルジョンが、３０重量％までの共乳化剤、保存料、香料またはにおい
を付与する機能を有する他の添加剤、活性成分、共溶剤、塩基、または酸から選択される
１以上の添加剤を含むことを特徴とする請求項５ないし１０のいずれか１項記載の使用。
【請求項１２】
　式（Ｉａ）、（Ｉｂ）または（ＩＩ）の少なくとも１種の化合物および無機顔料および
／またはフィラーを含む水中油型エマルジョン。
【請求項１３】
　０．５％から１０重量％、特に１％から５重量％の請求項２ないし４のいずれか１項記
載の濃縮物および無機顔料および／またはフィラーを含む水中油型エマルジョン。
【請求項１４】
　日焼け止めエマルジョンである請求項１２または１３記載のエマルジョン。
【請求項１５】
　メーキャップエマルジョンである請求項１２または１３記載のエマルジョン。
【請求項１６】
　水中油型化粧または薬学エマルジョンの製造方法であって、０．２％ないし１０重量％
、特に０．５ないし５重量％の請求項２ないし４のいずれか１項記載の濃縮物（Ｃ）を該
組成物の他の構成成分と混合することを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の概要】
【０００１】
　本発明の主題は、無機フィラーまたは顔料を含む水中油型エマルジョンの調製のための
乳化剤としての特定のアルキルポリグリコシドの使用である。
【０００２】
　本発明は特に、化粧品の分野および製薬の分野に用途を見出す。
【０００３】
　エマルジョン中でのフィラーと顔料、特に無機フィラーと無機顔料の製剤は、複雑であ
る。これは、フィラーまたは顔料の存在が、エマルジョンにそのエマルジョンを分離させ
る電荷を導入するからである。エマルジョンは、安定化させるのが困難であり、時間経過
後のフィラーの再凝集を防止するために、しばしば水相のための１以上の安定剤または分
散性界面活性剤のような複雑な乳化系を用いることを配合者に強いる。
【０００４】
　日焼け止めエマルジョンの場合には、フィラーのこの再凝集は、時間経過後に減少する
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低いかまたは不安定なＵＶ保護率をもたらす。化粧品エマルジョンの場合には、エマルジ
ョンそれ自体の色に貧弱な不均質性をもたらすかまたは皮膚に適用されるときフィラーの
再凝集がやはり起こり得る。それら両方の場合に、フィラーの再凝集は、有意であれば、
エマルジョンの質感に有害に影響し、このことは、滑らか(smooth)で光沢のある外観を与
える代わりに、退色してざらざらしたものになる。
【０００５】
　それらの困難を克服するためには、しばしば、
　－　一般的に１６個および１８個の炭素原子（飽和、不飽和または分枝鎖）の鎖長を有
する脂肪鎖に基づく複雑な乳化系、
　－　または例えば、きわめてしばしば、ＵＶ排除機能を有する無機フィラーを油相また
は水相中に予め分散させるといった複雑な製造プロセス
のいずれかが用いられている。
【０００６】
　したがって、解決されるべき問題は、調製するのが容易であり、時間がたっても安定で
ある、すなわち、顔料またはフィラーが再凝集しない無機フィラーまたは顔料を含む入手
可能な水中油型エマルジョンを獲得することからなる。
【０００７】
　このたび予想外にも発見され、そしてこのことが本発明の基礎であることは、６個から
１２個の炭素原子を有するアルキル鎖長を有するアルキルポリグリコシド構造に基づく乳
化剤は、無機フィラーおよび／または無機顔料を含む水中油型（本明細書では以後「Ｏ／
Ｗ」）エマルジョンを容易に調製することを可能とするということである。この結果はひ
どく驚かせるものである。というのは、短鎖界面活性剤は、良好な乳化特性を示すとは推
測されないからである。それらのエマルジョンはフィラーの良好な分散を示し、共乳化剤
または分散剤を加える必要がなく、上記の特定の製造プロセスを適用することを有用なも
のとしない。さらに、本発明による乳化剤により得られる分散液は、時間経過後も安定で
ある、すなわち、驚くべきことに、本乳化剤は、それ自体が、乳液のような流体エマルジ
ョンにおける場合も含み、フィラーおよび／または顔料の再凝集を防止することを可能と
する。
【０００８】
　したがって、第１の側面によれば、本発明の主題は、以下の式（Ｉａ）または（Ｉｂ）
：
　　ＨＯ－Ｒ－Ｏ（Ｘ）r　　　　　（Ｉａ）
　　（Ｘ）s－ＯＲ－Ｏ－（Ｘ）t　　　　　（Ｉｂ）
（式中、
　Ｘは、Ｃ5またはＣ6糖の残基、好ましくはグルコースまたはキシロース残基を表し、
　Ｒは、６個から１２個の炭素原子を有するアルキレンまたはアルキリデン基を表し、
　ｒ、ｓおよびｔは、それぞれの糖残基の平均重合度を表す。それらは、１を超え、５以
下、特に２．５以下である。）により表されるアルキルポリグリコシドである。
【０００９】
　Ｘがキシロース残基を表すとき、ｒ、ｓおよびｔは特に１．００５ないし１．５である
。
【００１０】
　Ｘがグルコース残基を表すとき、ｒ、ｓおよびｔは特に１．０５ないし２である。
【００１１】
　本発明による式（Ｉａ）または（Ｉｂ）の化合物は、所望の所定の割合で、還元糖と６
個から１２個の炭素原子を有するアルカンジオール、好ましくはヘキサンジオール、オク
タンジオール、デカンジオールまたはドデカンジオールとの反応により調製され得る。
【００１２】
　この反応は、ジオールの２つのヒドロキシル基の１つのアセタール化由来の生成物（化
合物（Ｉａ））か、またはジオールの両方のヒドロキシル基のアセタール化由来の生成物
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（化合物（Ｉｂ））か、または化合物（Ｉａ）および（Ｉｂ）の混合物かのいずれかをも
たらす。
【００１３】
　工業的規模では、それらの化合物は、好ましくは、アルキルポリグルコシドの合成につ
いて通常用いられる２つの経路の１つにしたがって、例えば、酸性媒体中で、６から１２
個の炭素原子を有するアルカンジオールとグルコースまたはキシロースのような還元糖と
の間の反応により、調製されるであろう。
【００１４】
　そのような合成経路は当業者に周知である。
【００１５】
　適切であれば、この合成は、中和、ろ過または脱色操作または部分蒸留のための操作ま
たは過剰なジオールの抽出により補足され得る。
【００１６】
　本発明の第２の側面によれば、本発明の主題は、本質的に、
　式（ＩＩＩａ）
　　Ｒ1－Ｏ（Ｘ1）p1　　　（ＩＩＩａ）
（式中、
　Ｒ1は、６個から１２個の炭素原子を含む直鎖または分枝鎖アルキル基を表し、
　Ｘ1は、キシロース残基を表し、
　キシロース残基の平均重合度を表すp1は、１を超え、２．５以下の十進数である）の少
なくとも１つの化合物
および式（ＩＩＩｂ）
　　Ｒ2－Ｏ（Ｇ）n　　　（ＩＩＩｂ）
（式中、
　Ｒ2は、６個から１２個の炭素原子を含む直鎖または分枝鎖アルキルラジカルを表し、
　Ｇは、グルコース残基を表し、
　キシロース残基の平均重合度を表すｎは、１を超え、２．５以下の十進数である）の少
なくとも１つの化合物
の混合物（Ｍ）３０重量％から１００重量％と
　０％から７０重量％の局所的に許容可能な(topically acceptable)溶剤
からなることを特徴とする濃縮物（Ｃ）である。
【００１７】
　上記定義の濃縮物（Ｃ）では、式（ＩＩＩａ）と式（ＩＩＩｂ）の化合物の混合物（Ｍ
）は、本質的に、
　２０重量％から９９重量％の式（ＩＩＩａ）の少なくとも１種の化合物、および
　１重量％から８０重量％の式（ＩＩＩｂ）の少なくとも１種の化合物
で構成されている。
【００１８】
　局所的に許容可能な溶剤の例は、水、エタノール、プロパノールまたはイソプロパノー
ルのようなアルコール、プロピレングリコール、ブチレングリコールまたはヘキシレング
リコールのようなグリコール、または水／アルコール混合物または水／グリコール混合物
である。
【００１９】
　本発明の好ましい側面によれば、上記定義の濃縮物（Ｃ）は、１つまたは別のまたはい
くつかの以下の特定の特性を示す。
【００２０】
　濃縮物（Ｃ）は、溶剤を含まない。
【００２１】
　濃縮物（Ｃ）は、混合物（Ｍ）の水溶液である。
【００２２】
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　混合物（Ｍ）は、本質的に、２０重量％から３０重量％の少なくとも１種の式（ＩＩＩ
ａ）の化合物と７０重量％から８０重量％の少なくとも１種の式（ＩＩＩｂ）の化合物と
からなる。
【００２３】
　式（ＩＩＩａ）では、ｐは、≧１．００５かつ≦１．５である。
【００２４】
　式（ＩＩＩｂ）では、ｎは、≧１．０５かつ≦２である。
【００２５】
　第３の側面によれば、本発明の主題は、無機フィラーおよび／または顔料を含む水中油
型エマルジョンの調製のための乳化剤としての式（Ｉａ）または（Ｉｂ）の少なくとも１
種のアルキルポリグリコシドの使用である。
【００２６】
　第４の側面によれば、本発明の主題は、無機フィラーおよび／または顔料を含む水中油
型エマルジョンの調製のための乳化剤としての一般式（ＩＩ）：
　Ｒ－Ｏ（Ｘ）p　　　（ＩＩ）
（式中、
　Ｒは、６個から１１個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基を表し、
　Ｘは、Ｃ5またはＣ6糖の残基、好ましくはグルコースまたはキシロース残基を表し、
　糖残基の平均重合度を表すｐは、１を超え、５以下、特に２．５以下の十進数である）
の少なくとも１種のアルキルポリグリコシドの使用である。
【００２７】
　式Ｒ－Ｏ－（Ｘ）pでは、Ｒ－Ｏ－基は、アセタール官能基を形成するように糖残基の
アノマー炭素を介してＸに結合する。
【００２８】
　Ｘがキシロース残基を表すとき、ｐは特に１．００５ないし１．５である。
【００２９】
　Ｘがグルコース残基を表すとき、ｐは特に１．０５ないし２である。
【００３０】
　式Ｒ－Ｏ－（Ｘ）p の化合物は、当業者に周知の方法に従って調製され得る。
【００３１】
　本発明による濃縮物（Ｃ）中のアルキルポリグリコシドは、無機フィラーおよび／また
は顔料を含む水中油型（Ｏ／Ｗ）エマルジョンを調製することを可能とする。
【００３２】
　それらは有利には、Ｏ／Ｗエマルジョンの０．２から１０重量％、好ましくは０．５か
ら５重量％を構成する。
【００３３】
　無機フィラーおよび／または顔料は、板状または球状であり得、粒子サイズについては
特別な限定はない。無機フィラーおよび顔料の例として、特に二酸化チタン、酸化亜鉛、
酸化鉄（黒、赤または黄）、チタン酸鉄、カーボンブラック、酸化クロム、水酸化クロム
、酸化ジルコニウム、酸化セリウム、チタン酸コバルト、ウルトラマリン、プルシアンブ
ルー、酸化チタンで被覆されたマイカ、オキシ塩化ビスマス、パールエッセンス、タルク
、アルミニウム粉、銅粉、金粉、マイカ、セリサイト、窒化ホウ素、フォトクロミック顔
料、または干渉性顔料（interferential pigment）を挙げることができる。それらのフィ
ラーは、表面処理に供され得るかまたは、例えばナイロンマトリックスまたはポリマーの
ようなものの中に封入され得る。
【００３４】
　それらのフィラーおよび顔料は、一般的に、Ｏ／Ｗエマルジョンの０．５から４０重量
％、好ましくは、２から２５重量％を構成する。
【００３５】
　Ｏ／Ｗエマルジョンはまた１から５０重量％、好ましくは５から３５重量％、より好ま
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しくは５から２５重量％の１以上の油および／または１以上のワックスで構成される脂肪
相も含む。
【００３６】
　油は有利には、以下の油から選択される。
【００３７】
　スイートアーモンドオイル、ココナッツオイル、ひまし油、ジョジョバオイル、オリー
ブ油、菜種油、ピーナッツオイル、ヒマワリ油、小麦胚芽油、トウモロコシ胚芽油、大豆
油、綿実油、アルファルファ油、ポピー油、パンプキンシードオイル、イブニングプリム
ローズオイル、ミレットオイル、大麦油、ライ麦油、サフラワーオイル、キャンドルナッ
ツオイル、パッションフラワーオイル、へーゼルナッツオイル、ヤシ油、カリテバター、
アプリコットカーネルオイル、カロフィラムオイル、シシンブリウムオイル、アボカド油
、またはカレンデュラオイルのような植物起源の油。
【００３８】
　エトキシル化されている植物油およびそのメチルエステル。
【００３９】
　スクアレンまたはスクアランのような動物起源の油。
【００４０】
　液体パラフィン、液体ペトロラタムおよびイソパラフィンのような鉱油。
【００４１】
　合成油、特に、ブチルミリステート、プロピルミリステート、セチルミリステート、イ
ソプロピルパルミテート、ブチルステアレート、ヘキサデシルステアレート、イソプロピ
ルステアレート、オクチルステアレート、イソセチルステアレート、ドデシルオレエート
、ヘキシルラウレート、プロピレングリコールジカプリレートのような脂肪酸エステル、
イソプロピルラノレートまたはイソセチルラノレートのようなラノリン酸由来のエステル
、グリセリルトリヘプタノエートのような脂肪酸モノグリセリド、ジグリセリドおよびト
リグリセリド、安息香酸アルキル、ポリ－α－オレフィン、ポリイソブテンのようなポリ
オレフィン、イソヘキサデカンまたはイソドデカンのような合成イソアルカン、ペルフル
オロ化油、およびシリコーンオイル。
【００４２】
　このオイルは、脂肪酸、脂肪アルコール、天然または合成起源のワックス、そしてより
一般的にはさらに、植物、動物または合成起源のいずれの脂肪性物質からもまた選択され
得る。
【００４３】
　ワックスは、有利には、例えば、ビーズワックス、カルナウバワックス、キャンデリラ
ワックス、ウーリキュリーワックス、木蝋、コルク繊維またはサトウキビワックス、パラ
フィンワックス、リグナイトワックス、微小結晶性ワックス、ラノリンワックス、オゾケ
ライト、ポリエチレンワックス、水素化油、シリコーンワックス、植物ワックス、周囲温
度で固体である脂肪アルコールおよび脂肪酸、または周囲温度で固体であるグリセリドの
ような周囲温度で固体である脂肪性物体から選択される。
【００４４】
　本発明によるＯ／Ｗエマルジョンはまた、１０重量％まで、例えば０．１から１０重量
％の安定剤も含み得る。
【００４５】
　安定剤は、ケイ酸マグネシウム、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸ナトリウム、キサンタン
ガム、アカシアガム、ローカストビーンガム、スクレログルカンガム、ゲランガム、アル
ギン酸塩、セルロースおよびセルロース誘導体、クレー、デンプンおよびデンプン誘導体
、カーボマー（carbomer）、アクリル酸ポリマーおよびコポリマー、アクリロイルジメチ
ルタウレートポリマーおよびコポリマー、ポリビニルピロリドン、アクリルアミドポリマ
ーおよびコポリマー、またはポリウレタンから選択される１以上の化合物で構成され得る
。
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【００４６】
　Ｏ／Ｗエマルジョンはまた、化粧品で一般的に用いられ、
　例えば、脂肪酸および脂肪酸石鹸、エトキシル化脂肪酸、脂肪酸エステル、ポリソルベ
ートを含むエトキシル化脂肪酸エステル、ポリグリセロールエステル、シュークロースエ
ステル、１２個を超える炭素原子の鎖長を有するアルキルポリグリコシド、エトキシル化
脂肪アルコール、硫酸化脂肪アルコール、またはリン酸化脂肪アルコールのような共乳化
剤、
　化粧品で一般的に用いられる保存料、
　（特に精油およびエッセンシャルワックスのような）においをつける機能を有する香料
または他の添加剤、
　化粧料活性成分、
　例えば、グリセロール、ソルビトール、ＰＥＧ、モノプロピレングリコール、ブチレン
グリコール、イソプレングリコール、２－メチル－１，３－プロパンジオール、エタノー
ル、またはヘキシレングリコール、
　例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニア、トリエタノールアミン、テ
トラヒドロキシプロピルエチレンジアミン、トリスヒドロキシアミノエタン、またはアミ
ノメチルプロパノール、
　特に、乳酸、クエン酸、酢酸または酒石酸のような酸
から選択される３０重量％までの１以上の添加剤も含み得る。
【００４７】
　したがって、第５の側面によれば、本発明の主題は、特に式（Ｉａ）、（Ｉｂ）または
（ＩＩ）に対応する少なくとも１種のアルキルポリグルコシドおよび顔料および／または
フィラーを含む水中油型エマルジョンである。
【００４８】
　本発明の第６の側面によれば、本発明の主題は、０．５重量％から１０重量％、特に１
重量％から５重量％の上記定義の濃縮物（Ｃ）および無機顔料および／またはフィラーを
含む水中油型エマルジョンである。
【００４９】
　本発明によるＯ／Ｗエマルジョンは、例えば以下の段階を含む方法のような当業者に公
知の方法により調製され得る。
【００５０】
　ａ1）フィラーを含む水相を、例えばビーズミルまたはシルバーソンタイプの回転子－
固定子（rotor-stator）タービンミキサーを有する装置を用いてミル操作に供する。この
水相は、続いて、７０から８５℃の温度に加熱される。
【００５１】
　ｂ1）同時に、乳化剤と油分を含む脂肪相を７０から８５℃の同一温度に加熱する。
【００５２】
　ｃ1）本発明による組成物を脂肪相または水相に、区別すること無しに導入する。
【００５３】
　ｄ1）続いて、２相を例えば回転子－固定子乳化装置（例えば、シルバーソンタイプの
実験室用ミキサー）を用いて混合し、乳化させる。
【００５４】
　Ｏ／Ｗエマルジョンの調製のための方法の別の例は、以下の段階を含む。
【００５５】
　ａ2）水相を７０～８５℃に加熱する。
【００５６】
　ｂ2）フィラー、乳化剤および油分を含む脂肪相を７０から８５℃の同一温度に加熱す
る。
【００５７】
　ｃ2）本発明による組成物を脂肪相または水相に、区別すること無しに導入する。
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【００５８】
　ｄ2）続いて２相を、例えば、回転子－固定子乳化装置（シルバーソン実験室用ミキサ
ー）を用いて混合し、乳化させる。数分間の乳化後、エマルジョンは、穏やかな攪拌とと
もに冷却される。
【００５９】
　エマルジョンの全ての構成成分が周囲温度で液体であるならば、加熱のない方法により
前記エマルジョンを調製することもまた可能である。
【００６０】
　本発明の最後の側面によれば、本発明の主題は、０．２重量％ないし１０重量％、特に
０．５重量％ないし５重量％の上記定義の濃縮物（Ｃ）を前記組成物の他の構成成分と混
合することを特徴とする局所的使用のための水中油型化粧または薬学エマルジョンの調製
のための方法である。
【００６１】
　本発明は、以下の非限定的な例により例示される。それらの例において、調製されるエ
マルジョンは、以下によりモニターされる。
【００６２】
　４０倍の倍率の顕微鏡を用いてモニターすることにより。
【００６３】
　滑らか(smooth)または粒状の外観、光沢があるかつや消しの外観、エマルジョンの表面
での顔料の放出のまたは不均一な視覚効果を有する顔料の層形成の相分離の現象のモニタ
ーなどのフラスコ内でのエマルジョンの外観の３ヵ月後の確認によるエマルジョンの安定
性の視覚的な（巨視的な）モニターをすることにより。最適の評価基準は、顔料およびフ
ィラーの相分離または放出または層形成のない光沢のある完全に滑らかで均質のエマルジ
ョンである。段階付けは以下のとおりである。もし全ての評価基準が満足であれば＋、も
し評価基準の少なくとも１つが不満足であれば＋／－、もし評価基準の全てが不満足であ
れば０。
【００６４】
　プレクシグラス（登録商標）シート上での１２０μｍに較正されたフィルムの調製物に
ついてのテキスチャーのモニターおよびフィラーおよび顔料の凝集がないことについての
確認により。段階付けは以下のとおりである。エマルジョンの製造３ヵ月後に斑点がなけ
れば＋、いくつかの斑点が存在すれば＋／－、多くの斑点が存在すれば０。
【００６５】
　ＵＶ照射からの保護の機能を有するフィラーを含むエマルジョンの場合には、保護率は
、以下に記載される方法に従って評価される。
【００６６】
　保護率は、皮膚表面を模擬する支持体上にエマルジョンのフィルムを広げた後ＵＶ－Ｂ
およびＵＶ－Ａ照射についての吸収力を測定することによりインビトロで評価される。
【００６７】
　エマルジョンは、ＩＭＳにより名称ビトロスキン（登録商標）の下で販売される予め水
和したコラーゲンマトリックス上に較正された方式（２ｍｇ／ｃｍ2）で広げられる。１
５分間フィルムを乾燥させた後、被覆された支持体はラブスフェア（Ｌａｂｓｐｈｅｒｅ
）（登録商標）分光光度計を用いてＵＶ照射への暴露に供される。太陽保護係数は、２８
０ないし４００ｎｍの全スペクトルにわたるＵＶ照射の透過からディフェイの式（the Di
ffey formula）にしたがって装置のソフトウエアにより計算される。
【００６８】
　皮膚がんの発症についてのＵＶ－Ａの役割の観点については、ＵＶ－Ａ照射についての
保護の相対的重要性は、ＵＶ－Ｂスペクトルでの吸収曲線の下の面積に対するＵＶ－Ａス
ペクトルでの吸収曲線の下の面積の比を求めることにより計算される。＞０．６のＵＶ－
Ａ／ＵＶ－Ｂ比が、ＵＶ－Ａ照射についての影響保護について推奨される。
【００６９】
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　例１：式（Ｉ）のアルキルポリキシロシドの調製
　名称スペツィオール（Speziol）（登録商標）Ｃ１０／２の下でコグニス（Cognis）に
より販売される９０８．４ｇの１，１０－デカンジオールを、２リットルガラス反応器に
徐々に導入する。１，１０－デカンジオールを効果的に溶融させるために反応器を９０℃
の温度にもたらし、攪拌を開始し、３９０．０ｇのキシロースを触媒量の硫酸の存在下で
分散させる。２時間８０℃／８５℃で真空下におき、水酸化ナトリウムで中和した後、生
成物は以下の分析的特性を示す、
　－外観（視覚的）：オフ－ホワイト色の固体
　－溶融した生成物の色調（ＮＦＴ２００３０）：１ｖｃｓ
　－５％分散液のｐＨ（ＮＦＴ７３２０６）：７．８
　－水分含量：０．４７％
　－酸価（ＮＦＴ６０２０４）：０．２５
　－ヒドロキシル価：６８９
　－残留１，１０－デカンジオール：３７．３％。
【００７０】
　例２：式（Ｉ）のアルキルポリキシロシドの調製
　例１の手順を反復するが、以下の分析的特徴を示す生成物をもたらすように５００．６
ｇの１，１０－デカンジオールを４３０ｇのキシロースと反応させる：
　－外観（視覚的）：黒色固体
　－５％分散液のｐＨ（ＮＦＴ７３２０６）：７．８
　－水分含量：２．０％
　－酸価（ＮＦＴ６０２０４）：４．９
　－ヒドロキシル価：７２６
　－残留１，１０－デカンジオール：９．０％。
【００７１】
　例３：ＵＶ保護が意図されるＯ／Ｗエマルジョンの調製
　以下の成分を含むＯ／Ｗエマルジョンを調製する：
　Ａ　乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０２．５０％
　　　安息香酸Ｃ12～Ｃ15アルキル　　　　　　　　　　　２０．００％
　　　酸化チタン（２０ｎｍ／ジメチコーンコーティング）　１０．００％
　Ｂ　シクロメチコーン　　　　　　　　　　　　　　　　　０５．００％
　　　グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０７．００％
　Ｃ　ＥＤＴＡ四ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　００．２０％
　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％とする量
　　　カーボマー（登録商標）　　　　　　　　　　　　　　００．０５％
　　　トロメタミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ＞７とする量
　　　ケイ酸マグネシウム／ケイ酸アルミニウム　　　　　　０１．００％
　　　キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　００．１５％
　Ｄ　ＤＬ－α－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　００．０５％
　　　保存料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量。
【００７２】
　カーボマー（登録商標）、ケイ酸マグネシウム／ケイ酸アルミニウムおよびキサンタン
ガムを、水相中に分散させる。その水相を７０～８５℃に加熱し、次いで、ＥＤＴＡおよ
びトロメタミンを加える。
【００７３】
　酸化チタン、乳化剤およびＣ12～Ｃ15安息香酸アルキルを含む脂肪相を７０から８５℃
の同一温度に加熱する。シクロメチコーンおよびグリセロールをこの温熱脂肪相に加える
。
【００７４】
　続いて、その２相を回転子－固定子乳化装置（シルバーソン実験室用ミキサー）を用い
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て混合し、乳化させる。数分の乳化後、エマルジョンを穏やかな攪拌とともに冷却する。
【００７５】
　トコフェロールと保存料を、穏やかな攪拌を伴う冷却の終了時に加える。
【００７６】
　結果を表１に示す。
【表１】

【００７７】
　比較例１
　例３の手順を、４個から１２個の炭素原子を有する鎖を有するアルキルポリグルコシド
系乳化剤とエトキシル化乳化剤を用いることにより反復する。結果を表２に表す。
【表２】

【００７８】
　ブチルグルコシドでは、エマルジョンを得ることは不可能であり、ドデシルグルコシド
は、本発明によるアルキルグルコシドで得られたものより不安定であるエマルジョンをも
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シル化ノニオン性界面活性剤は、本発明によるアルキルポリグリコシドより効果が弱い。
【００７９】
　例４：顔料の分散およびＯ／Ｗエマルジョンの保護率の時間経過後の安定性
　以下の成分を含むエマルジョンを調製する：
　Ａ　乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５０％
　　　アジピン酸ジイソプロピル　　　　　　　　　　　　　　２５．００％
　　　酸化チタン（２０ｎｍ／ジメチコーンコーティング）　　１０．００％
　　　酸化亜鉛（５０ｎｍ）　　　　　　　　　　　　　　　　０２．００％
　Ｂ　シクロメチコーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　０３．００％
　　　グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０７．００％
　Ｃ　ＥＤＴＡ四ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　００．２０％
　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％とする量
　　　カーボマー（登録商標）　　　　　　　　　　　　　　　００．０５％
　　　トロメタミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ＞７とする量
　　　ケイ酸マグネシウム／ケイ酸アルミニウム　　　　　　　０１．００％
　　　キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　００．１５％
　Ｄ　ＤＬ－α－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　００．０５％
　　　保存料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量。
【００８０】
　カーボマー（登録商標）、ケイ酸マグネシウム／ケイ酸アルミニウムおよびキサンタン
ガムを、水相中に分散させる。水相を７０～８５℃に加熱し、次いで、ＥＤＴＡおよびト
ロメタミンを加える。
【００８１】
　酸化チタンおよび酸化亜鉛、乳化剤および油分を含む脂肪性相を７０から８５℃の同一
温度に加熱する。シクロメチコーンおよびグリセロールをこの温熱脂肪性相に加える。
【００８２】
　続いて、その２相を回転子－固定子乳化装置（シルバーソン実験室用ミキサー）を用い
て混合し、乳化する。数分間の乳化後、エマルジョンを穏やかな攪拌とともに冷却する。
【００８３】
　トコフェロールと保存料を穏やかな攪拌を伴う冷却の終了時に加える。
【００８４】
　結果を表３に示す。
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【表３】

【００８５】
　本発明による乳化剤のデシルグルコシドは、比較例の乳化剤とは対照的に、貯蔵の間に
、結果として、保護率の値およびＵＶ－Ａ／ＵＶ－Ｂ比の値により例示されるようにＵＶ
－ＢスペクトルおよびＵＶ－Ａスペクトルの両方について時間経過後も完璧に滑らかで、
保護率も安定なままであるテキスチャーを有するフィラーの微細で均質な分散状態を保持
することを可能とする。
【００８６】
　例５：加熱無しでのＯ／Ｗエマルジョンの調製
　以下の成分を含むエマルジョンを調製する：
　Ａ　乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　０３．００％
　　　カプリリック／カプリックトリグリセリド　　２０．００％
　　　酸化亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　　　０５．００％
　　　グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　０５．００％
　Ｃ　ＥＤＴＡ四ナトリウム　　　　　　　　　　　００．１０％
　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％とする量
　　　セピゲル（登録商標）３０５　　　　　　　　０１．５０％
　　　トロメタミン　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ＞７とする量
　　　ケイ酸マグネシウム／ケイ酸アルミニウム　　０１．００％
　　　キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　００．１５％
　Ｄ　ＤＬ－α－トコフェロール　　　　　　　　　００．０５％
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　　　保存料　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量。
【００８７】
　セピゲル（Sepigel）（登録商標）３０５（ポリアクリルアミドおよびＣ11～Ｃ13イソ
パラフィンおよびラウレス－７；セピック（Seppic）より販売されている）、ケイ酸マグ
ネシウム／ケイ酸アルミニウムおよびキサンタンガムを水相に分散させる。ＥＤＴＡおよ
びトロメタミンを水相に加える。
【００８８】
　脂肪相を加熱せずに構成成分を単純に混合することにより製造する。
【００８９】
　続いて、その２相を回転子－固定子乳化装置（シルバーソン実験室用ミキサー）を用い
て混合し、乳化させる。トコフェロールと保存料を穏やかに攪拌しながら加える。
【００９０】
　結果を表４に示す。
【表４】

【００９１】
　例６：メーキャップに用いられるエマルジョンの調製
　Ａ　乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５０％
　　　イソノニルイソノナノエート　　　　　　　　　０８．００％
　　　ジイソプロピルダイマージリノレエート　　　　０８．００％
　Ｂ　シクロメチコーン　　　　　　　　　　　　　　０４．００％
　　　セピゲル（登録商標）３０５　　　　　　　　　０１．５０％
　Ｃ　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％とする量
　　　マイクロパール（登録商標）３０５
　　　（架橋したメチルメタクリレートポリマー）　　０２．００％
　　　ＥＤＴＡ四ナトリウム　　　　　　　　　　　　００．５０％
　Ｄ　顔料ペースト
　　　ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　０４．００％
　　　ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　０４．００％
　　　二酸化チタン、Ｅ１７１　　　　　　　　　　　０７．００％
　　　タルク、ルゼナック０００Ｃ　　　　　　　　　０２．００％
　　　黄酸化鉄
　　　シコビット・イエロー１０Ｅ１７２　　　　　　００．８０％
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　　　赤酸化鉄
　　　シコビット・レッド３０Ｅ１７２　　　　　　　００．３０％
　　　黒酸化鉄
　　　シコビット・ブラック　　　　　　　　　　　　００．０５％
　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００％
　　　ＮａＯＨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ＞８とする量
　Ｅ　保存料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　００．２０％
　顔料ペーストは、予めビーズミルで粉砕されている。
【００９２】
　水を７０～７５℃に加熱し、次いで、マイクロパール（登録商標）、ＥＤＴＡおよび顔
料ペーストを温水相に加える。
【００９３】
　乳化剤と油分を含む脂肪相を７０から７５℃の温度に加熱する。シクロメチコーンおよ
びセピゲル（登録商標）３０５をこの温熱脂肪性相に加える。
【００９４】
　続いて、その２相を回転子－固定子乳化装置（シルバーソン実験室用ミキサー）を用い
て混合し、乳化させる。数分間の乳化後、エマルジョンを穏やかな攪拌とともに冷却させ
る。
【００９５】
　保存料および香料を穏やかな攪拌を伴う冷却の終了時に加える。
【００９６】
　結果を表５に示す。
【表５】

【００９７】
　フィラーの分散の微細さは、皮膚上の広がりの向上、均一な色、および皮膚上の演色性
がより良くなること：白色度（パラメーターＬ）の減少、着色されたパラメーターａ（赤
の色相）およびｂ（青の色相）の強調により反映される。比較例での色の不均一性は、本
発明による例におけるより高いａとｂについての標準偏差値から明確に明らかである。
【００９８】
　例７：メーキャップに用いられるＯ／Ｗエマルジョンの調製
　Ａ　イソノニルイソノナノエート　　　　　　０８．００％
　　　トリイソステアリルシトレート　　　　　０８．００％
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　　　サイマルゲル（登録商標）ＮＳ　　　　　０４．００％
　Ｂ　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％とする量
　　　ＥＤＴＡ四ナトリウム　　　　　　　　　００．０５％
　　　乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　０．８％
　Ｃ　顔料ペースト
　　　　ブチレングリコール　　　　　　　　　０４．００％
　　　　ポリエチレングリコール４００　　　　０４．００％
　　　　二酸化チタン、Ｅ１７１　　　　　　　０５．００％
　　　　黄酸化鉄
　　　　シコビット・イエロー１０Ｅ１７２　　００．８０％
　　　　赤酸化鉄
　　　　シコビット・レッド３０Ｅ１７２　　　００．３０％
　　　　黒酸化鉄
　　　　シコビット・ブラック　　　　　　　　００．０５％
　　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００％
　　　　ＮａＯＨ　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ＞８とする量
　Ｄ　保存料　　　　　　　　　　　　　　　　適量
　　　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　００．２０％
　顔料ペーストは予めビーズミルで粉砕されている。
【００９９】
　サイマルゲル（登録商標）ＮＳ（ナトリウムアクリロイルジメチルタウレート／ヒドロ
キシエチルアクリレートコポリマーおよびスクアランおよびポリソルベート８０；セピッ
クにより販売されている）を油分と混合する。クリームゲルを調製するために水性相Ｂを
相Ａに加える。このとき、顔料ペースト（相Ｃ）および続いて相Ｄを、穏やかな攪拌とと
もにクリームゲルに直接加える。
【０１００】
　結果を表６に示す。
【表６】

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月20日(2009.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本質的に、
　式（ＩＩＩａ）
　　Ｒ1－Ｏ（Ｘ1）p1　　　（ＩＩＩａ）
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（式中、
　Ｒ1は、６個から１２個の炭素原子を含む直鎖または分枝鎖アルキル基を表し、
　Ｘ1は、キシロース残基を表し、
　キシロース残基の平均重合度を表すｐ1は、１を超え、２．５以下の十進数である）の
少なくとも１つの化合物、および
式（ＩＩＩｂ）
　　Ｒ2－Ｏ（Ｇ）n　　　（ＩＩＩｂ）
（式中、
　Ｒ2は、６個から１２個の炭素原子を含む直鎖または分枝鎖アルキル基を表し、
　Ｇは、グルコース残基を表し、
　キシロース残基の平均重合度を表すｎは、１を超え、２．５以下の十進数である）の少
なくとも１つの化合物
の混合物（Ｍ）３０重量％から１００重量％と、
　局所的に許容可能な溶剤０％から７０重量％
からなることを特徴とする濃縮物（Ｃ）の、無機フィラーおよび／または顔料を含む水中
油型エマルジョンの調製のための乳化剤としての使用。
【請求項２】
　式（ＩＩＩａ）と式（ＩＩＩｂ）の化合物の混合物（Ｍ）は、本質的に、
　２０重量％から９９重量％の式（ＩＩＩａ）の少なくとも１種の化合物、および
　１重量％から８０重量％の式（ＩＩＩｂ）の少なくとも１種の化合物
から構成されている請求項１記載の使用。
【請求項３】
　混合物（Ｍ）が、本質的に、
　２０重量％から３０重量％の少なくとも１種の式（ＩＩＩａ）の化合物、
　７０重量％から８０重量％の少なくとも１種の式（ＩＩＩｂ）の化合物
からなる請求項２記載の使用。
【請求項４】
　無機フィラーおよび／または顔料を含む水中油型エマルジョンの調製のための乳化剤と
しての一般式（ＩＩ）：
　Ｒ－Ｏ（Ｘ）p　　　（ＩＩ）
（式中、
　Ｒは、６個から１１個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖アルキル基を表し、
　Ｘは、Ｃ5またはＣ6糖の残基、好ましくはグルコースまたはキシロース残基を表し、
　糖残基の平均重合度を表すｐは、１を超え、５以下、特に２．５以下の十進数である）
の少なくとも１種のアルキルポリグリコシドの使用。
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